
日本運動器理学療法学会機関誌 投稿・執筆規定 
 
1. 本誌の目的 

本誌は, 日本運動器理学療法学会の機関誌として, 運動器理学療法に関連する分野の研究を公表し,運動器理学療法の発展に寄与することを

目的とする. 
2. 本誌の名称 

本誌は, 和名「運動器理学療法学」, 英名「Journal of Musculoskeletal Physical Therapy」, 略記名「JMPT」とする. 
3. 記事の種類 

記事の種類は, 「研究論文（原著）」, 「症例報告」, 「短報」, 「総説」, 「その他」とする. なお, 記事の種類は, 投稿後に編集委員会で変

更を指示する場合がある. 
1) 研究論文（原著）：新規性および独創性があり, 明確な結論を示した論文 
2) 症例報告：症例の臨床的問題や介入効果などについて, 可能な限り科学的手法により分析および考察された論文 
3) 短報：研究の速報・略報として簡潔に記載された短い研究論文 
4) 総説：運動器理学療法に関する最新知見や重要事項の解説などを行った論文. 総説は編集委員会からの依頼原稿を原則とする 
5) その他：システマティックレビューや実践報告, 調査報告など編集委員会で掲載が適切と判断された論文および記事 

4. 投稿者の資格 
 本誌への投稿は, 本学会に寄与する内容であれば会員に限らず投稿を受理する. 著者資格については注 1 を参照すること. 

5. 投稿原稿の条件 
 投稿原稿は二重投稿および二重出版（注 1 を参照）に該当するものではなく, 本規定に従って作成されている和文原稿とする. 

6. 原稿の採否 
 受理された論文は, 複数名の査読者の意見を参考に編集委員会で採否を決定する. 査読の結果, 編集方針に従って原稿の修正を求めること

がある. 
7. 研究倫理 

 ヘルシンキ宣言および厚生労働省の「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」など医学研究に関する指針に基づき, 対象

者の保護や研究に関する説明と同意など倫理的配慮に関する記述を行うこと. また, 倫理審査が必要な研究では, 著者の所属施設・機関の倫理

委員会ないしはそれに準ずる機関の承認を得ていることを必須とし, 倫理委員会の名称および承認番号や承認日などの情報を記載すること. 
8. 利益相反 

 利益相反の有無およびその内容について, 原稿中に記載すること. 
9. 臨床試験の登録 

 介入を伴う臨床試験については, 研究に先立って UMIN-CTR などの公的な登録システムに登録し, 登録 ID などを記載すること. 
10. 著作権 

 本誌に掲載された論文および記事の著作権は, 日本運動器理学療法学会に属する. また, 本誌に掲載された論文, 記事はオンライン公開され

る. 
11. 著者校正 

 論文が採択された後の著者校正は, 原則として 1 回とする. 
12. 投稿原稿の構成 

1) タイトルページ：記事の種類, 和文題目, 著者名, 著者所属, 責任著者, 英文題目, 英文著者名, 英文著者所属, 英文責任著者, 原稿も字

数, 図表の点数を記載する. 
2) 論文：タイトルページ（著者情報を含まない）として記事の種類, 和文題目, 英文題目を記載し, 次頁から和文要旨（400 文字以内）, 和

文キーワード（3～5 個）, 英文要旨（250 単語以内）, 英文キーワード（3～5 個）を記載する. なお, 英文要旨については, 著者自身の

責任で英文校正を受け, 英文校正証明書を投稿時に提出すること. 続けて本文を記載する. 本文は原則以下の項目に沿って作成するこ

と. ただし, 研究論文, 短報以外の種類の論文においては, 著者の判断で項目名を変更してもよい. 
【はじめに】, 【対象と方法】, 【結果】, 【考察】, 【結論】, 【利益相反】, 【謝辞】, 【文献】 

現代かなづかい, 常用漢字を用い, 英数文字や記号は半角, カタカナは全角, 数字は算用数字を用いて, 単位は原則として SI 単位を用

いる． 
文献については, 引用文献のみ記載するとともに必要最小限にとどめ, 引用順に通し番号を付け, 本文の最後に引用順に列挙する. 番

号は本文中の引用箇所の右肩上に右片カッコにして付記する. 文献の省略は公の省略法（Index Medicus など）に従う. 引用文献の著者

が 4 名以上の場合は最初の 3 名を記載し, 他は「, 他」または「, et al.」と記載する. 
① 雑誌の場合：著者氏名, 論文題目, 雑誌名, 発行年, 巻, 頁（最初—最後）の順に記載する. 

例） 
1) 加藤 浩, 対馬栄輝, 建内宏重, 他：変形性股関節症患者に対する理学療法の最新知見とこれからの展望. 理学療法学 2012; 

39: 449-451. 
2) Van Dillen LR, Lanier VM, Steger-May K, et al.: Effect of motor skill training in functional activities vs strength and 

flexibility exercise on function in people with chronic low back pain: A randomized Clinical trial. JAMA Neurol 2021; 78: 
385-395. 

② 書籍の場合：著者氏名, 文献情報, 頁（最初—最後）, 編者など, 書名, 発行年, 出版社, 出版地の順に記載する. 
例） 
1) 木藤伸宏: 変形性膝関節症の理学療法. pp.128-150; 吉尾雅春, 小柳磨毅・編集: 標準理学療法学 専門分野 骨関節理学療法学. 

2013, 医学書院, 東京. 
2) Simoneau GG: Kinesiology of walking. pp.523-569; Neumann DA, (ed). Kinesiology of the musculoskeletal system. 

Foundations for physical rehabilitation. 2002, Mosby Inc., Missouri. 
③ 電子情報の場合：発行者, 引用先, 入手先 URL, 閲覧日を記載する. 

例） 



1) 厚 生 労 働 省 : 令 和 2 年 （ 2020 ） 人 口 動 態 統 計 （ 確 定 数 ） の 概 況 . 
https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/kakutei20/index.html （2021 年 10 月 1 日） 

2) Osteoarthritis Research Society International: Standardization of Osteoarthritis Definitions. 
https://oarsi.org/research/standardization-osteoarthritis-definitions (October 1st. 2021) 

3) 図表：図表は, 本文に出てくる順にそれぞれ一連の番号を付ける. 図表 1 点につき 1 ファイルとし，それぞれの図表にタイトルを付ける

こと. 図表の説明（キャプション）は図表のファイルとは別ファイルとすること. 図表は縮小印刷した場合にも判読可能な大きさとする. 
写真については, 縮小・拡大しても印刷後に判読可能な解像度とすること. 

4) 補遺（Appendix）：必要に応じて原稿に付けることができる. ただし, 掲載の可否は編集委員会の判断による. 
13. 原稿の規定分量 

「研究論文」, 「症例報告」, 「その他」については, 要旨, 英文要旨, 本文, 文献を含めて原則 12,000 字以内とする（図表は含めない）. 図
表は 10 点以内とする. 
「短報」については, 要旨, 英文要旨, 本文, 文献を含めて原則 6,000 字以内とする（図表は含めない）. 図表は 4 点以内とする. 
「総説」については, 依頼時に規定する. 

14. 引用・転載の許諾 
   他著作物からの図表などの引用・転載を行う場合は, 著者が投稿前に原出版社および原著者から許諾を得て, その旨を引用した図表の説明に

記載すること. 
15. 掲載に関する費用 

投稿時点において, 筆頭著者または共著者に理学療法士の免許を有する日本理学療法士協会の非会員（休会者を含む）を含む場合には, 非会員

1 名あたり審査料 11,000 円（税込）と掲載料 11,000 円（税込）（刷上がり 1 ページあたり）を徴収する. 振込方法は, 投稿後に編集委員会よ

り指示する. 日本理学療法士協会会員および非会員（他職種）は, 審査料, 掲載料ともに無料とする. 
16. 原稿投稿方法および送付先 

ファイル送信サービス（firestorage：https://firestorage.jp/）を利用した投稿とする.  
下記の必要書類をまとめてファイル送信サービスにアップロードする. ファイルの保存期間は「7 日間」とし、必ず「パスワード」を設定する

こと. 
発行されるダウンロード URL を下記の「ダウンロード URL 送付先」に e-mail で連絡する.  
パスワードを下記の「パスワード送付先」に e-mail で連絡する. 

【必要書類（日本運動器理学療法学会ホームページよりダウンロード可能）】 
1) 投稿フォーマットに準じた原稿 
2) 投稿チェック表 
3) 利益相反自己申告書（著者全員分） 
4) 投稿承諾書 
5) 英文校正証明書 

 【ダウンロード URL 送付先】 
 E-mail: journal@ms.jspt.or.jp 
 運動器理学療法学 編集委員会 
 編集委員長 建内宏重 
 【パスワード送付先】 
 E-mail: journalmspw@gmail.com 
 運動器理学療法学 編集委員会 
 編集委員長 建内宏重 
 
17. 問い合わせ先（編集委員会事務局） 
 E-mail: journal@ms.jspt.or.jp 
 運動器理学療法学 編集委員会 事務局 
 〒106-0032 東京都港区六本木七丁目 11 番 10 号 
 日本理学療法士協会事務局内 
 TEL: 03-5843-1747（代表） 
 
注 1：国際医学雑誌編集者委員会の推奨（http://www.icmje.org/ recommendations/） 
 
 
付則 
この規定は 2022 年 5 月 10 日より施行する.                                      日本運動器理学療法学会 編集委員会 


